
タイトル　　「見守り」と「気づき」で障がい者の…　　（171号と同様）

[image: ]障がい者のネット通販
周りの人 も 見守って

●インターネット通販のトラブルが障がい者にも起きています。目立つ大きな文字で書かれている部分だけでなく、表示を隅々まで確認することなど、家族や周りの人はインターネット通販を利用する際の注意点を本人としっかり話し合っておきましょう。
●家族や周りの人が問題に気付くことが、障がい者の消費者トラブルを防いだり、早期解決したりするために大切です。日頃から本人とコミュニケーションを取り、いつもと違った様子はないか、不審な商品や請求書はないかなど、気を配りましょう。
●繰り返し同様のトラブルに遭うこともあるため、継続して見守ることが必要です。
●困ったことがあれば、すぐにお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください（消費者ホットライン188）。本人だけで相談するのが難しい場合は、家族や周りの人が付き添いましょう。














一方的に送りつけられた
商品の代金は支払い不要!

●特定商取引法が改正され、注文や契約をしていないにもかかわらず、一方的に送りつけられた商品は、直ちに処分することができるようになりました。
●一方的に商品を送りつけられても、お金を支払う必要はありません。商品を開封・処分しても支払いは不要です。
●贈答品などの可能性もあります。まずは家族などに心当たりがないか確認しましょう。また、注文したことを忘れていないか思い返してみましょう。
●お金を支払ってしまっても取り戻せる場合があります。すぐにお住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください（消費者ホットライン188）。

[image: ]福岡市消費生活センター相談コーナー　℡：０９２－７８１－０９９９
〒810-007３ 福岡市中央区舞鶴２－５－１　あいれふ７階
月曜日～金曜日(祝休日を除く)　　　　９時～１７時　※来所による相談は予約制です
第２・４土曜日(祝日を除く)　　　　１０時～１６時　(電話相談のみ)

インターネット消費生活相談
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